業務継続計画

（BCP）
地震編

	法人名
	社会福祉法人やすらぎ会

	代表者
	理事長　植田誠
	事業所名
	1 特別養護老人ホームやすらぎ園
2 ケアハウスやすらぎ
3 グループホームむつみあい
4 グループホームなごみ筒井
5 在宅サービス事業所やすらぎ園
6 在宅サービス事業所やすらぎ園訪問入浴介護事業（出張所）

	所在地
	奈良県天理市福住町5504番地
(事業所①②③⑤)
奈良県大和郡山市筒井町1535番地
（事業所④）
奈良県天理市東井戸堂町372-12
（事業所⑥）
	電話番号
	0743-69-2216
(事業所①②③⑤)
0743-59-5753
（事業所④）
０７４３－62-7301
（事業所⑥）

	計画作成年月日
（改定年月日）
	令和5年3月1日


１．基本方針
やすらぎ会では、自然災害発生時（地震・水害・風害・雪害等）において、利用者や職員の身体や生命の安全確保や物的被害の軽減に加えて、法人内事業を可能な限り中断させない、または中断しても可能な限り短い期間で復旧させるために、事業継続計画（以下、BCP）を策定する。

目的
BCPは、あらゆる災害に対して防止策を計画する防災計画とは異なり、災害発生後における影響や被害を最小限にとどめながら、法人としての事業を可能な限り早期に復旧し継続していくかを策定するものであり、その基本方針は以下のとおりである。
①利用者・職員の安全を守る。
　　自然災害時において、利用者の安全を確保することを最優先とし、併せて職員の安全上の配慮をはかる。

②早期の事業再開を目指す
　自然災害時において、早期の復旧をはかるため、優先業務を実施する体制と対策を事前に定めて、業　
　務継続にむけて万全を期す。

③地域との連携
　社会福祉法人の特性上、地域との連携は不可欠であることより、被災時には可能な限り地域の災害被害減少にむけて、施設機能を活かした地域貢献を行う。
　事業継続をはかるためには、まず利用者及び職員の命を守る行動が最も重要であることより、それに係る業務を最優先し、その他業務は縮小、休止等の措置をとる。また、自然災害発生直後の初動体制が重要であり、ライフラインの断絶や支援がこないといった発生直後の混乱した時期を乗り切る体制を整備することが重要となる。さらに、地域との連携にあたっては、当法人は天理市からの福祉避難所として指定されていることより、地域での要援護者がいた場合に避難受け入れができるよう支援内容を明確にしておくことが重要である。
２．BCP（業務継続計画）推進体制

本法人における平常時及び緊急時のＢＣＰ推進体制は以下のとおりである。

	平常時
	緊急時（ＢＣＰ発動時）
	担当者
	代行者（緊急時）

	推進責任者
	災害対策本部長
	理事長または職員理事
	事務長

	推進副責任者
	災害対策副本部長
	事務長
	法人内各事業管理者

	推進員
	各拠点リーダー、利用者対応
	各事業管理者　　　　　　
	各事業部署責任者

	
	対策本部　総務班
	法人事務員
	法人事務員

	
	対策本部　管理班
	各部署主担当者
	各部署主担当者から委任者


各担当の役割
（平常時）①推進責任者　職員に対するＢＣＰの意識づけの指導及び総括
　　　　　　②推進副責任者　責任者の補佐、職員への教育訓練等の責任者
　　　　　　③推進員　　　　年２回の避難訓練時におけるＢＣＰ教育の実施責任者
	内容
	項目
	内容と習得目標
	対象者
	時期

	研修
	想定される災害について
	天理市、大和郡山市における被害想定
災害知識の習得
	初任者
	随時

	研修
	事業継続計画の研修
	職員の行動基準等
	全員
	　月

	訓練
	避難訓練
	消防、防災、避難確保計画に基づいた避難訓練
	全員
	9月、3月

	訓練
	事業継続計画の実地訓練
	災害伝言ダイヤル等 災害時の通信訓練、非常食提供等
	全員
	9月、3月

	研修
	事業継続計画の研修
	課題の検討、ＢＣＰの見直し
	全員
	　月


　①推進員となっている各拠点リーダーは、年２回（9月と3月　避難訓練に合わせて）建物および付属物の点検や建物内部の日常物品（家具や道具）の転倒防止対策の確認、各備蓄品の状況を確認し、修繕及び不足な点があれば、改善へ向けて提案を推進責任者に提出する。
　　※設備点検表、防災対処及び自衛水防組織装備品一覧表　必要？
（緊急（BCP発動）時）
1 災害対策本部長　　　・BCP発動の判断、事業継続の方針決定
　　　　　　　　　　　　　　　　　・災害対策本部指揮権者
2 災害対策副本部長　 ・本部長の補佐、各事業所への指示、本部長代行

　　　　　　　　　　　　　　　　　・関係機関との連絡調整責任者
3 対策本部 総務班   ・法人内事業所及び関係機関との連絡調整、災害情報の収集
　　　　　　               ・法人内事業所間の人員調整
4 対策本部 管理班　  ・資金、物品の調達及び管理
　　　　　　　　　　　      　・物資等支給情報などの収集
5 拠点リーダー　 　　　・施設における利用者及び職員の安否確認
　　　　　　　　　　      　　・建物の安全確認
　　　　　　　　　　　      　・サービス提供にかかる担当者を決定し、業務を指示
　　　　　　　　　　　      　・本部への状況報告（判断に急を要する場合には即判断可）
　※情報連絡については、総合防災組織図　の情報班が中心となり情報収集する。また、利用者対応及び避難所（福祉避難所として地域からの受入れ要請があった場合等）に関する事業は避難誘導班が中心となって実施する。
３.想定される被害状況　
①ハザードマップなどの確認

別紙①～③として巻末に添付する。
別紙①やすらぎ園周辺、別紙②出張所周辺、別紙③グループホームなごみ筒井周辺（水害、地震）
②被災想定
	　天理市で想定される被害（天理市ＨＰにて　※H28.12月天理市発行）
・南海トラフ沿いでプレート境界地震が起こった場合では、地震マグニチュードが8～9であっても、天理市内で観測される最大震度は5強程度となる。この揺れによって市内の一部で断水や停電が発生すると予想されるため、特に昭和56年以前に建てられた古い住宅は、一部損壊する可能性が高い。
・奈良盆地東縁断層帯地震が起こった場合では、いきなり最大震度7.6強や6弱が天理市で発生し、古い住宅などの全壊や倒壊により天理市内で約430人の市民の犠牲が考えられる。

交通被害

道路：地震の液状化により市内道路や県道と西名阪自動車道、名阪国道、国道24号線も通行困難になる。

鉄道：県内のＪＲ西日本、近鉄の各線が不通になる可能性が高い。
ライフライン

天理市のほぼ全域で、停電と断水が発生する。
→天理市全域が一時的に陸の孤島になることが考えられる。

大和郡山市で想定される被害（大和郡山市国土強靭化地域計画より　R3.3月）
(1)地震

① 内陸型地震（奈良盆地東縁断層帯）

・地震動（揺れ）では、市内で震度７の揺れが想定されている。
・人的被害では、死者の約８５％が揺れによるものであり、残り約１５％が斜面崩壊と火災によるもの。負傷者の約９０％が揺れ・液状化によるものであり、残り約１０％が斜　面崩壊と火災によるもの。

・建物被害では、建物被害の約９５％が揺れによるものであり、残り約５％が液状化と斜面崩壊によるもの。

・震度７等の揺れや液状化の発生するエリアに位置する道路・鉄道についても被害を受ける可能性が高い。

・このため通勤・通学者、観光客等が帰宅困難となる。

② 海溝型地震（南海トラフ巨大地震）

・最大クラスの地震について、地震規模マグニチュード９．１と推計されている。

（2）土砂災害
・矢田丘陵の一部地域にて土砂災害特別警戒区域に指定されている地域は存在する。丘陵の表面が風化し、脆弱になっていると考えられている。このため、丘陵の地すべりや山麓部の土石流発生が想定されている。
交通被害

道路：地震の液状化により市内道路や県道と西名阪自動車道、名阪国道、国道24号線も通行困難になる。

鉄道：県内のＪＲ西日本、近鉄の各線が不通になる可能性が高い。

ライフライン

大和郡山市のほぼ全域で、停電と断水が発生する。

→大和郡山市全域が一時的に陸の孤島になることが考えられる。


③自施設で想定される影響
	施設名
	震度
	水害レベル

	特養やすらぎ園、CH、GHむつみあい
	震度6弱
	危険区域外

	出張所
	震度6弱
	注意区域0.5ｍ未満

	GHなごみ筒井
	震度7（液状化警戒区域）
	注意区域0.5-3.0ｍ未満


ライフラインの被害復旧は次のとおりの想定となる。
１）法人本部（福住3施設 特養やすらぎ園、CH、GHむつみあい）
  a)電話　災害発生直後から輻輳（ふくそう）回避のため、通話制限が実施される可能性が高い。一般的には24時間後にパケット通信は復旧、通話支障も3日後には解消される。
※大規模災害が発生すると、被災地域では平常時のトラフィックに比べ数十倍のトラフィックが短時間　内に発生し、一時的に通信ネットワークの処理能力をオーバーし、通信がほとんど疎通できなくなる「輻輳（ふくそう）」状態となる　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　b)電気　停電が生じれば、
①自家発電機（特養棟東側　新型）による補助電源として最長3日稼働【EV、高架水槽、厨房内冷蔵冷凍庫電源、Wi-Fi用電源、2～4F…フロアにて介護員室2カ所、東西各1カ所ずつ電源】　※プロパンガスにて稼働しており、ＭＡＸ5本で3日間稼働想定
②屋上自家発電機（旧型）による補助電力のみ2時間稼働（スプリンクラー稼働、1F…会議室内1カ所電源、1F来客者用トイレ横1カ所電源、固定電話、非常用照明）※軽油補給にて再稼働可
　　　c)水道　飲料水：備蓄で対応可能（2～3日程度）
　　　　　　　生活用水：特養（各階）、事業所建屋別でポリタンクにて備蓄確保＋浴室浴槽に水を貯めておく（2日程度
備蓄可）。
　d)ガス　使用できなければ、卓上カセットコンロを使用する（2日程度備蓄可）。
　e)交通　名阪国道、国道25号線で通行止め（3日後に復旧する想定）。鉄道は運休。発生直後の職員参集は
被害状況に応じて3カ所（やすらぎ会本部（福住3施設）、出張所、GHなごみ筒井）を想定。
　f)建物　使用が可能であると想定する。
２）出張所
a)電話　災害発生直後から輻輳（ふくそう）回避のため、通話制限が実施される可能性が高い。一般的には
24時間後にパケット通信は復旧、通話支障も3日後には解消される。
※大規模災害が発生すると、被災地域では平常時のトラフィックに比べ数十倍のトラフィックが短時間　内に発生し、一時的に通信ネットワークの処理能力をオーバーし、通信がほとんど疎通できなくなる「輻輳（ふくそう）」状態となる　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　b)電気　停電が生じれば：自家発電設備、蓄電器等の設備無し。検討事項とする。

c)水道　飲料水： 備蓄無し。検討事項とする。

生活用水：備蓄無し。検討事項とする。

d)ガス　使用できなければ、LPGガスを使用しているので、内管が破損していなければガスの使用は可能。
但し、その時の残液による。

　　e)交通　名阪国道、国道25号線で通行止め。鉄道は運休。発生直後の職員参集は被害状況に応じて3カ所

（やすらぎ会本部（福住3施設）、出張所、GHなごみ筒井）を想定。

　　f)建物　使用が可能であると想定する。
３）ＧＨなごみ筒井
a)電話　災害発生直後から輻輳（ふくそう）回避のため、通話制限が実施される可能性が高い。一般的には
24時間後にパケット通信は復旧、通話支障も3日後には解消される。
※大規模災害が発生すると、被災地域では平常時のトラフィックに比べ数十倍のトラフィックが短時間　内に発生し、一時的に通信ネットワークの処理能力をオーバーし、通信がほとんど疎通できなくなる「輻輳（ふくそう）」状態となる　　　　　　　　　　　　　　　　　　

b)電気　停電が生じれば、ポータブル蓄電池があるのみ

c)水道　飲料水：備蓄で対応可能（2～3日程度）

　　　　生活用水：ポリタンクにて備蓄確保（2日程度備蓄可）。 

d)ガス　使用できなければ、卓上カセットコンロを使用する（2日程度備蓄可）。

e)交通　国道25号線や県道108号線が通行困難になる。鉄道は、近鉄橿原線、ＪＲ線が不通になる可能性

が高い。発生直後の職員参集は被害状況に応じて3カ所（やすらぎ会本部（福住3施設）、出張所、

GHなごみ筒井）を想定。

　f)建物　使用可能であると想定する。
④優先業務の選定
1）優先する事業
　  ・入所者、職員の生命や生活を保護、維持するための業務を最優先業務とし、その他の業務は縮小または休止
する。
・短期入所事業は原則中止し、業務資源の普及状況に応じて、順次早期に再開を目指す。
・法人内の施設間で連携して災害時優先業務に必要な人員、事業所、資機材等の確保や配分にあたる。
【事業ごとの事業継続の必要性】
	事業種別
	施設名
	事業継続の必要性（利用者や地域への影響の大きさ）
	事業継続の考え方

	特別養護老人ホーム
	やすらぎ園
	大
	継続

	短期入所生活介護
	
	小
	順次再開

	ケアハウス
	やすらぎ
	大
	継続

	グループホーム
	むつみあい、なごみ筒井
	大
	継続

	居宅介護支援事業
	在宅サービス事業所やすらぎ園
	大
	継続

	訪問入浴事業
	やすらぎ園
	小
	順次再開

	地域包括支援センター
	天理市東部地域包括支援センター
	大
	継続


	生活支援法人
	
	小
	順次再開

	天理市『食』の自立支援事業
	
	小
	順次再開



２）地域への協力
　・地域の災害時要配慮者は原則受け入れる。
　・近隣住民事業所等が被災し困難な状況に遭遇している際には、可能な範囲で援助、支援活動を実施することと
する。
３）行政との協力
　・天理市や大和郡山市と連携し、福祉避難所としての機能を可能な範囲で果たす。
　　現時点では、福祉避難所として市町村と協定を締結しているのは、以下の通りである。
　　〇天理市…やすらぎ会と平成31年3月26日に締結。通常の避難所では避難生活が困難であり、福祉避難所での生活が必要と判断した要配慮者等が対象となり、静養室や空きベッド含めて2名程度の受け入れ想定となっている。
４.緊急時の対応
①ＢＣＰ発動基準
	〇地震における基準
	全員
	参集
	震度4以上で全員参集

	
	
	発動
	被害状況を確認し、平時の業務遂行が困難であると判断した場合に発動し、ただちに災害対策本部を立ち上げる

	〇水害等における基準
	全員
	参集
	大雨警報で参集

	
	
	発動
	被害状況を確認し、平時の業務遂行が困難であると判断した場合に発動し、ただちに災害対策本部を立ち上げる。


※上記は平日昼間以外の参集基準である。
※平日昼間が発生時刻の場合、各拠点内での行動となる。
※参集にあたっては自らで家族の安否を確認し、可能と判断した場合に参集する。また、参集困難な場合はライフラインが断絶していると予想されるので、災害伝言ダイアル等を活用して連絡する。
②緊急時対応概要フロー
　
[image: image1.emf]〇水害等における基準
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BCP発動 BCP発動

職員の参集 職員の参集

夜間・土日・祝日 平日昼間

・災害対策本部の立ち上げ

・BCP（事業継続計画）の発動

本部

・災害対策本部の立ち上げ

・BCP（事業継続計画）の発動



災害発生

（参集基準）

〇地震における基準

震度4以上

大雨警報


※建物全壊等の場合や全拠点が使用不能の場合のBCP（事業継続計画）については、別途計画をたて内容を検討する。
５.初動体制から事業継続まで
①発生直後から30分以内
1)リスクの抽出

	項目
	内容
	必要事項

	1.冷暖房
	停電等により全館使用不可
	夏場…保冷剤、クーラーボックス（発砲スチロール含む）の備蓄必要　　冬場…石油ストーブ、携帯用カイロ、毛布等の備蓄必要

	2.ガス
	供給停止で使用不可
	カセットコンロの備蓄必要

	3.水
	上下水道とも使用不可
	備蓄飲料水の利用計画
生活用水の確保（ポリタンク）　
簡易トイレの備蓄必要

	4.電気
	停電

	特養棟：①自家発電機（特養棟東側　新型）による補助電源として最長3日稼働【EV、高架水槽、厨房内冷蔵冷凍庫電源、Wi-Fi用電源、2～4F…フロアにて介護員室2カ所、東西各1カ所ずつ電源】　※プロパンガスにて稼働しており、ＭＡＸ5本で3日間稼働想定
②屋上自家発電機（旧型）による補助電力のみ2時間稼働（スプリンクラー稼働、1F…会議室内1カ所電源、1F来客者用トイレ横1カ所電源、固定電話、非常用照明）※軽油補給にて再稼働可

	
	携帯電話の通話制限
	ポータブル電源使用により通信機器充電を行う。また、職員安否確認には災害伝言ダイヤル（171）や法人SNS、法人メールを活用する。

	
	エレベーター停止
	閉じ込められた場合の対応検討

	5.医療
	医療機関は受け入れ困難
	看護師を中心にケア

	6.食事
	非常食のみ
	計画的な提供

	7.データ等
	PC使用不可
	利用者様情報のバックアップ


2）発生直後の業務
	業務
	内容
	体制

	1.火災対応・避難誘導
	各事業所避難訓練計画に基づく行動
	在所職員

	2.建物等の被害確認
	同上　＋　被害箇所の写真
	在所職員

	3.ライフラインの被害確認
	使用できるもの、不可なものを即抽出し、情報共有
	在所職員

	4.利用者様の安否確認
	即確認
	在所職員

	5.緊急を要する者の処置
	応急処置、医療機関への搬送
	在所職員


・在所以外の職員は４－①『ＢＣＰ発動基準』による参集となる。但し、自身の生命への影響、在宅での安全確保が確認されない場合は、参集できない旨を報告する。
・災害対策本部が立ち上がる前に、即行動しなくてはいけいないケースが想定されるので、拠点リーダー（または代行者）は、在所職員と共に役割を分担し、まずは利用者様及び職員の安否確認を行う。
・建物が深刻な被害状況にある場合は、その時点で搬送措置など生命にかかわる事態に応じて、即時判断と迅速な対応をとること）。
・参集にかかる通信手段は、携帯電話等は輻輳回避のため通話制限されている可能性が高いため、以下活用する。
①災害伝言でダイヤル（171）
②法人ＳＮＳ（開設されていれば）
③法人代表メール【yasuragi＠crux.ocn.ne.jp へ1）部署　2）氏名　3）安否有無と所属施設への来園可否　をメールすること】
・安否確認後、拠点リーダー（または代行者）を中心に簡潔にミーティングを行い、在所の職員数、被害状況等を共有して、継続できる業務を抽出し実施する。
・体制が整った段階で、利用者様家族への安否確認の連絡を行う。
3）継続する業務内容（初動から3日間）
	業務／体制
	夜勤のみ
	出勤3割
	出勤5割
	出勤7割
	出勤9割

	業務基準
	利用者様、職員の安全確認のみ
	命を守るための最低限の業務
	食事・排泄・医療を中心に
	通常の業務体制に近づく
	ほぼ通常の業務

	食事
	備蓄食
	備蓄食
	簡易食品、カセットコンロでの調理
	簡易食品、カセットコンロでの調理
	簡易食品、カセットコンロでの調理

	
	介助なし
	できる範囲で介助
	できる範囲で介助
	できる範囲で介助
	ほぼ通常

	飲料水
	備蓄を確認しながら状況を見て
	備蓄量をみて、コップやパウチ飲料を提供
	備蓄量をみて、コップやパウチ飲料を提供
	備蓄量をみて、コップやパウチ飲料を提供
	復旧状況を見て通常体制

	
	介助なし
	できる範囲で介助
	できる範囲で介助
	できる範囲で介助
	ほぼ通常

	排泄
	優先度合いを見て介助、陰部洗浄、おむつ交換を実施（簡易トイレ使用）
	優先度合いを見て介助、陰部洗浄、おむつ交換を実施（簡易トイレ使用）
	優先度合いを見て介助、陰部洗浄、おむつ交換を実施（簡易トイレ使用）
	通常の体制へ移行　　　　　　　　　　　　
（簡易トイレ）
	通常体制
（簡易トイレ）

	口腔保清
	口腔のみ
	口腔のみ
	口腔保清
	通常の体制へ移行
	通常体制

	入浴
	休止
	休止
	休止
清拭の実施検討
	清拭実施
	清拭実施

	離床・更衣
	休止
	離床回数減実施
更衣汚れた場合のみ
	離床回数減実施
更衣汚れた場合のみ
	離床回数減実施
更衣実施
	通常体制

	清掃等
	休止
	汚れの多い箇所
	感染予防による清拭
	感染予防による清拭
	ほぼ通常体制

	洗濯
	休止
	休止
	休止
	休止
	休止

	感染対策
	消毒液配置
	消毒液配置
	消毒液配置
	消毒液配置
	ほぼ通常体制

	医療　※1
	与薬、吸引、吸痰等極力実施
	与薬、吸引、吸痰等極力実施
	与薬、吸引、吸痰等極力実施
	通常の体制へ移行
	通常体制

	機能訓練
	休止
	休止
	休止
	休止
	休止

	医療（緊急）
	トリアージ、応急処置
	応急処置
	応急処置
	搬送
	搬送

	バイタル等
	休止
	必要に応じて
	健康チェック
	健康チェック
	ほぼ通常体制

	メンタルケア
	必要に応じて
	必要に応じて
	必要に応じて
	ほぼ通常体制
	通常体制

	問い合わせ
	対応し記録
	対応し記録
	対応し記録
	対応し記録
	対応し記録

	夜勤
	在所職員で対応
	在所職員で対応
	在所職員で対応
	在所職員で対応
	在所職員で対応

	短期入所
	休止
	休止
	休止
	休止
	再開検討

	緊急受け入れ
	休止
	休止
	休止
	必要に応じて検討
	必要に応じて検討

	ケアプラン作成
	休止
	休止
	休止
	休止
	休止

	保険請求等
	休止
	休止
	休止
	休止
	休止


※1　医療は、人的資源として看護師、物的資源として自家発電等により電源確保できていることが前提。それ以外の場合では、医療（緊急）に準ずる。
4）初動以後1時間経過
BCPを発動し、災害対策本部を設置する。
〇災害対策本部拠点　優先順位
	平日昼間
	①特養　やすらぎ園
	②GHなごみ筒井
	③出張所

	上記以外
	①特養　やすらぎ園
	②GHなごみ筒井
	


　※各施設の位置状況から、法人事業所3施設に拠点を分けた（①福住地区　②大和郡山市地区　③天理市市街地地区）。また、法人本部や法人内事業所が集中していることより、特養　やすらぎ園を優先拠点とした。
但し、建屋被害状況によっては、この限りではなく、3拠点のうちで被災状況に応じて判断する。

5）対策本部及び拠点の役割と分担
　共通理解として、平常時で自由に使えていたものが使えない状況であることを前提として、初動から3日間はライフラインがほとんど使用できないことをしっかり理解する。
　初動から3日間の対応

　①災害対策本部
　　災害地の指揮中枢にあって、組織編成や災害活動の指揮統制を行い、事業係属へむけての活動を総括する。
　　・情報収集による災害規模の把握
　　・自治体からの医療提供、給水状況、食事提供の情報収集
　　・事業継続にむけての実施内容の判断（被害状況を把握し継続可否の判断）
　　・各拠点間での人員配置の調整
　　・拠点の被害状況を把握し、復旧にむけて各業者への連絡調整。
　　・自ら修繕できるものを把握し、介助員を中心にして可能な範囲で復旧する
　　・復旧にむけての資金管理
　②各拠点【福住3施設（特養、CH、GHむつみあい）、GHなごみ筒井、出張所】
　　発生直後の業務、簡易ミーティング後に必要最低限の設備資源を確保する。
　　・利用者様スペースの確保…被災状況にもよるが、冷暖房が使用できないことより、一人分の最低限のパーソナルスペースを確保しつつ、熱中症予防または保温に配慮したスペースを確保する
　　・電力…自家発電、ランタン等の準備
　　・トイレ…簡易トイレ（ポータブルトイレ含む）の設置。又、汚物 集積場所の確保
　　・暖房対応…石油ストーブ、携帯用カイロ、毛布等の準備と設置
　　・冷房対応…保冷剤、クーラーボックス（発砲スチロール含む）の準備と設置
　　・食事…備蓄品、簡易食品の準備。カセットコンロの準備
　　・飲料水…備蓄用飲料水の点検と準備
　　※職員の出勤状況に応じた業務の遂行を心掛ける（あくまでも無理をしないこと）。
　以後、発生から3日以内の対応

　　徐々に被害の概要が分かり、緊急時体制も確立しつつある状況下で早期復旧への足掛かりとなるように
　　対応する。
　　・感染予防に努める（BCP感染症や感染症マニュアルに基づく対応）。
　　・利用者様のみならず、職員の健康チェックも怠らないよう努める。
　　・参集できていない職員の安否確認。
　　・対策本部への必要情報連絡（緊急物資要請、ライフラインの復旧状況等の把握）。
　　・職員体制を鑑みて、状況に応じてボランティア受け入れの検討（ボランティアの宿泊、食事などの確保等を検討）。
　　・地域の要援護者の受け入れの検討（状況を的確に判断し、無理に受け入れはしない）。
　４日目以降
　　・安全管理を確認しながら、利用者様スペースを通常に戻していく。
　　・職員勤務体制も参集状況を見ながら、通常体制へ。
　　・職員の健康状態もしっかりケアを行う。休憩スペース等の確保も必要。
　　・備蓄品の不足状況を確認し、可能な範囲で補充する。
　　・通信手段が復旧している場合には、医療機関や行政、関係機関との連絡を確保し、利用者様の健康に基づく対応をはかる。
６．今後のBCP見直しについて
・業務継続計画（BCP）は、年に1回の頻度で防災防犯委員会で協議し、見直しを行う。
・見直した業務継続計画（BCP）は、理事長の決裁を経て、全職員に周知徹底する。
　また、防災防犯委員会は、職員から業務継続計画（BCP）について改善すべき事項について意見を聞いた上で、同委員会にて協議するものとする。

7．その他
　本計画は令和5年3月1日より施行する。
8．附表等
1.総合防災組織図
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[image: image3.emf]様式6-災害：備蓄品リスト 自然災害用の備蓄品リストを作成します。

【ライフライン対応】

目安 備蓄量

1 電気 発電機(LPガス) 1 1 1 0 台 屋外倉庫 施設長 ー 1.5kVA

2 発電機燃料(LPガス) 50 Kg

LPガス50kg容器満タンで

約74時間使用可能。

3 発電機オイル メーカーに確認要

4 電源リール 1 台 10～30m

5 テーブルタップ 1 本

6 ガス LPガス

7 五徳 1 台

8 着火ライター 1 台

9 水道 ポリタンク 10 個 ２0リットル/個

10 通信手段 ラジオ

11 トランシーバー 施設内の通話用

12 携帯電話充電器

13 モバイル・バッテリー

14 情報機器 パソコン

15 プリンター

16 データバックアップ・ハードディスク

17 照明機器 ヘッドライト

18 懐中電灯

19 投光器

20 ランタン

21 乾電池

22 ろうそく

23 マッチ

24 ライター

25

【ライフライン】【防災備品】

目安 備蓄量

1 冷暖房 石油ストーブ

2 灯油

3 カイロ

4 湯たんぽ

5 保冷剤

6 扇風機

7 水害対策 土のう

8 ゴムボート 職員分

9 避難用具 ヘルメット 職員分

10 防災頭巾 利用者分

11 メガホン、拡声器 1 台

12 担架 2 式

13 リヤカー 1 台

14 車椅子 5 台

15 携帯用酸素吸入器 2 式

16 救助工具セット 1 式

17 大形テント 1 張 屋外避難用

18 ブルーシート 10 枚 雨漏り対策にも利用

19 ロープ 100 ｍ

20 ガムテープ

21 職員衣服 軍手

22 雨合羽

23 防寒具

24 交通手段 バイク

25 自転車

20 現金 現金

21

22

23

24

25

【防災備品】

目安 備蓄量

1 衛生用品 紙おむつ

2 尿パッド

3 ドライシャンプー

4 歯ブラシ

5 石けん

6 タオル

7 肌着

8 生理用品

9 ビニール袋

10 トイレ 簡易トイレ

11 仮説トイレ

12 トイレットペーパー

13 睡眠 段ボールベッド 職員、避難者用

14 毛布

15 寝袋

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

【飲料、食品】　７日分の献立表を作成し、必要な食品を考える。利用者に合わせて考える①常食、②軟菜食、③ソフト食/ペースト食/ゼリー食

目安 備蓄量

1 飲料 飲料水(２リットル/本) 300 本 ３リットル/人/日

2 ジュース類(果物、野菜)

3 お茶

4 食品 保存食(アルファ化米)

5 米(無洗米)

6 レトルト粥

7 缶詰

8 経管栄養食

9 高カロリー食

10 インスタント食品

11 栄養ドリンク

12 衛生用品 紙コップ、紙皿

13 割り箸、使い捨てスプーン

14 ペーパーナプキン、ティッシュペーパー

15 ペーパータオル、ウェットティッシュ

16 ラップ、ポリ袋、ゴミ袋

17 厨房関連 カセットコンロ、カセットボンベ

18 ホットプレート

19 屋外用コンロ（かまど）

20 ナベ、調理器具

21

22

23

24

25

【医薬品・衛生用品・日用品】

目安 備蓄量

1

医薬品【怪我対策】

消毒剤薬

2 脱脂綿、絆創膏

3 包帯、三角巾

4 ウェットティッシュ

5 軟膏（抗生物質、ステロイド成分含む）

6 解熱鎮痛薬

7 ハサミ

8 ピンセット

9

10

医薬品【病気対策】

風邪薬

11 解熱鎮痛薬

12 胃腸薬

13 便秘薬

14 下痢止め（整腸剤）

15

16

医薬品【入居者様別】

入居者様　薬手帳（薬剤情報）

17 入居者様　常用薬（数日分）

18

19

20

21

22

23

24

25

【対策本部、防災備品】

目安 備蓄量

1 対策本部 ホワイトボード

2 マーカー(黒、赤)

3 黒板けし

4 BCPマニュアル 情報伝達用

5 持ち出しファイル

6 記録用紙

7 筆記用具 情報伝達用

8 模造紙 情報伝達用

9 付箋紙

10 養生テープ ネームプレートにも利用可

11 ガムテープ

12 サインペン ネームプレートにも利用可

13 施設レイアウト図 地図はＡ３サイズ以上

14 周辺地域地図 地図はＡ３サイズ以上

15 推進体制図

16 連絡先リスト

17

18

19

20

21

22

23

24

25

備考 № 区分 品目

備蓄量

必要量過不足量

単位 保管場所 担当者 調達先

単位 保管場所 担当者 調達先

調達先 備考

備考 № 区分 品目

備蓄量

必要量過不足量

№ 区分 品目

備蓄量

単位 必要量過不足量

単位 保管場所 担当者

保管場所 担当者

調達先 備考

調達先 備考 № 区分 品目

備蓄量

必要量過不足量

№ 区分 品目

備蓄量

単位 必要量過不足量

単位 保管場所 担当者

保管場所 担当者

調達先 備考

備蓄品の管理をするため記入する。（※必要応じてシートをコピーして使用。）

№ 区分 品目

備蓄量

必要量過不足量

2.備蓄品一覧表
[image: image4.emf]様式6-災害：備蓄品リスト 自然災害用の備蓄品リストを作成します。

【ライフライン対応】

目安 備蓄量

1 電気 発電機(LPガス) 1 1 1 0 台 屋外倉庫 施設長 ー 1.5kVA

2 発電機燃料(LPガス) 50 Kg

LPガス50kg容器満タンで

約74時間使用可能。

3 発電機オイル メーカーに確認要

4 電源リール 1 台 10～30m

5 テーブルタップ 1 本

6 ガス LPガス

7 五徳 1 台

8 着火ライター 1 台

9 水道 ポリタンク 10 個 ２0リットル/個

10 通信手段 ラジオ

11 トランシーバー 施設内の通話用

12 携帯電話充電器

13 モバイル・バッテリー

14 情報機器 パソコン

15 プリンター

16 データバックアップ・ハードディスク

17 照明機器 ヘッドライト

18 懐中電灯

19 投光器

20 ランタン

21 乾電池

22 ろうそく

23 マッチ

24 ライター

25

【ライフライン】【防災備品】

目安 備蓄量

1 冷暖房 石油ストーブ

2 灯油

3 カイロ

4 湯たんぽ

5 保冷剤

6 扇風機

7 水害対策 土のう

8 ゴムボート 職員分

9 避難用具 ヘルメット 職員分

10 防災頭巾 利用者分

11 メガホン、拡声器 1 台

12 担架 2 式

13 リヤカー 1 台

14 車椅子 5 台

15 携帯用酸素吸入器 2 式

16 救助工具セット 1 式

17 大形テント 1 張 屋外避難用

18 ブルーシート 10 枚 雨漏り対策にも利用

19 ロープ 100 ｍ

20 ガムテープ

21 職員衣服 軍手

22 雨合羽

23 防寒具

24 交通手段 バイク

25 自転車

20 現金 現金

21

22

23

24

25

【防災備品】

目安 備蓄量

1 衛生用品 紙おむつ

2 尿パッド

3 ドライシャンプー

4 歯ブラシ

5 石けん

6 タオル

7 肌着

8 生理用品

9 ビニール袋

10 トイレ 簡易トイレ

11 仮説トイレ

12 トイレットペーパー

13 睡眠 段ボールベッド 職員、避難者用

14 毛布

15 寝袋

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

【飲料、食品】　７日分の献立表を作成し、必要な食品を考える。利用者に合わせて考える①常食、②軟菜食、③ソフト食/ペースト食/ゼリー食

目安 備蓄量

1 飲料 飲料水(２リットル/本) 300 本 ３リットル/人/日

2 ジュース類(果物、野菜)

3 お茶

4 食品 保存食(アルファ化米)

5 米(無洗米)

6 レトルト粥

7 缶詰

8 経管栄養食

9 高カロリー食

10 インスタント食品

11 栄養ドリンク

12 衛生用品 紙コップ、紙皿

13 割り箸、使い捨てスプーン

14 ペーパーナプキン、ティッシュペーパー

15 ペーパータオル、ウェットティッシュ

16 ラップ、ポリ袋、ゴミ袋

17 厨房関連 カセットコンロ、カセットボンベ

18 ホットプレート

19 屋外用コンロ（かまど）

20 ナベ、調理器具

21

22

23

24

25

【医薬品・衛生用品・日用品】

目安 備蓄量

1

医薬品【怪我対策】

消毒剤薬

2 脱脂綿、絆創膏

3 包帯、三角巾

4 ウェットティッシュ

5 軟膏（抗生物質、ステロイド成分含む）

6 解熱鎮痛薬

7 ハサミ

8 ピンセット

9

10

医薬品【病気対策】

風邪薬

11 解熱鎮痛薬

12 胃腸薬

13 便秘薬

14 下痢止め（整腸剤）

15

16

医薬品【入居者様別】

入居者様　薬手帳（薬剤情報）

17 入居者様　常用薬（数日分）

18

19

20

21

22

23

24

25

【対策本部、防災備品】

目安 備蓄量

1 対策本部 ホワイトボード

2 マーカー(黒、赤)

3 黒板けし

4 BCPマニュアル 情報伝達用

5 持ち出しファイル

6 記録用紙

7 筆記用具 情報伝達用

8 模造紙 情報伝達用

9 付箋紙

10 養生テープ ネームプレートにも利用可

11 ガムテープ

12 サインペン ネームプレートにも利用可

13 施設レイアウト図 地図はＡ３サイズ以上

14 周辺地域地図 地図はＡ３サイズ以上

15 推進体制図

16 連絡先リスト

17

18

19

20

21

22

23

24

25

備考 № 区分 品目

備蓄量

必要量過不足量

単位 保管場所 担当者 調達先

単位 保管場所 担当者 調達先

調達先 備考

備考 № 区分 品目

備蓄量

必要量過不足量

№ 区分 品目

備蓄量

単位 必要量過不足量

単位 保管場所 担当者

保管場所 担当者

調達先 備考

調達先 備考 № 区分 品目

備蓄量

必要量過不足量

№ 区分 品目

備蓄量

単位 必要量過不足量

単位 保管場所 担当者

保管場所 担当者

調達先 備考

備蓄品の管理をするため記入する。（※必要応じてシートをコピーして使用。）

№ 区分 品目

備蓄量

必要量過不足量
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Sheet1

								災害発生 サイガイ ハッセイ



								（参集基準） サンシュウ キジュン

								〇地震における基準 ジシン キジュン

								震度4以上

								〇水害等における基準

								大雨警報

		平日昼間 ヘイジツ ヒルマ										夜間・土日・祝日 ヤカン ドニチ シュクジツ



		職員の参集 ショクイン サンシュウ										職員の参集 ショクイン サンシュウ



		建物健全 タテモノ ケンゼン				建物全壊等 タテモノ ゼンカイ トウ						建物健全 タテモノ ケンゼン				建物全壊等 タテモノ ゼンカイ トウ

		各拠点 カク キョテン				各拠点 カク キョテン						各拠点 カク キョテン				各拠点 カク キョテン

		・利用者様、職員の安全管理　　　　　　　　　　　　・建物の安全点検 リヨウシャ サマ ショクイン アンゼン カンリ タテモノ アンゼン テンケン				・利用者様、職員の安全確認　　　　　　　　　　　・避難誘導　 リヨウシャ サマ ショクイン アンゼン カクニン ヒナン ユウドウ						・利用者様、職員の安全管理　　　　　　　　　　　・建物の安全点検 リヨウシャ サマ ショクイン アンゼン カンリ タテモノ アンゼン テンケン				発生直後は職員数が少ないことが想定されるので、早急に担当を決めて以下確認をすること　　　　　　　　　　　・利用者様、職員の安全確認　　　　　　　　　　　・避難誘導　 リヨウシャ サマ ショクイン アンゼン カクニン ヒナン ユウドウ

		本部 ホンブ										本部 ホンブ

		・災害対策本部の立ち上げ　・BCP（事業継続計画）の発動 サイガイ タイサク ホンブ タ ア ジギョウ ケイゾク ケイカク ハツドウ				・各拠点で建物が健全であるところをピックアップし、そこでBCP（事業継続計画）の実行ができるか検討する						・災害対策本部の立ち上げ　・BCP（事業継続計画）の発動 サイガイ タイサク ホンブ タ ア ジギョウ ケイゾク ケイカク ハツドウ				・各拠点で建物が健全であるところをピックアップし、そこでBCP（事業継続計画）の実行ができるか検討する



		BCP発動 ハツドウ										BCP発動 ハツドウ

		・対策本部、各拠点において初動体制の確立、実施 タイサク ホンブ カク キョテン ショドウ タイセイ カクリツ ジッシ				・全拠点が全壊または使用不能の場合は、どこを拠点とするのか検討する。						・対策本部、各拠点において初動体制の確立、実施　　　・在所職員が少ないため、できうる最低限の業務を実施 タイサク ホンブ カク キョテン ショドウ タイセイ カクリツ ジッシ ザイショ ショクイン スク サイテイゲン ギョウム ジッシ				・全拠点が全壊または使用不能の場合は、どこを拠点とするのか検討する。








